
  

千
葉
大
学
法
政
経
学
部
一
年
生
の
皆
様
に
、
『
裁
判
所

の
役
割
と
裁
判
官
・
書
記
官
の
や
り
が
い
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
出
前
講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

講
義
で
は
、
裁
判
所
の
役
割
、
裁
判
員
制
度
の
概
要
や

千
葉
地
裁
の
特
徴
及
び
裁
判
官
・
書
記
官
の
業
務
と
い
っ

た
内
容
に
つ
い
て
、
お
話
を
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

い
た
だ
い
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

『
裁
判
員
制
度
の
対
象
年
齢
を
迎
え
た
の
に
、
こ
れ
ま
で

よ
く
考
え
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
』 

『
裁
判
の
時
以
外
の
裁
判
官
や
書
記
官
の
仕
事
に
つ
い
て

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、

裁
判
の
プ
ロ
セ
ス
の
話
を
聞
い
て
、
私
が
思
っ
て
い
た
よ

り
話
合
い
が
重
要
と
な
っ
て
い
て
驚
い
た
。
』 

『
裁
判
所
の
仕
事
と
い
う
と
ド
ラ
マ
の
法
廷
で
の
や
り
と

り
の
よ
う
に
表
立
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
裏

に
沢
山
の
実
務
が
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
書
記
官
の
存
在

を
知
っ
た
。
』 

『
裁
判
所
の
見
学
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
』 

『
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
』 



 ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ 

土倉 健太 

千葉地裁刑事第 １部所属 。裁判官任官後 、千葉地裁 、

福島地裁いわき支部 、法務省刑事局 、東京地裁 、山形

地裁等で勤務後、令和５年４月から現職。趣味のラーメン

食べ歩きを封印して、運動中。 

ＰＲＯＦＩＬＥ 

司法が機能するには、国民の信頼の確

保が必要ですが、今は「専門家」に任せ

ておけば信頼されるという時代ではあ

りません。国民と裁判官が一緒になっ

て、重大な刑事事件の裁判を担当する

ことにより、司法に対する国民の信頼

を確保することができると考え、連日、

裁判員裁判に取り組んでいます。 

刑事事件以外にも、社会には

多くの問題があり、これから

も新しい問題が発生します。

それを解決するのは若い皆さ

んです。法を学び、その力を身

に着けて欲しいと思います。 



 

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ 

足立 悠人 

千葉地裁民事第５部所属 。令和２年 ３月 、裁判所書記

官任官 。水戸地方裁判所麻生支部を経て、令和５年 ４

月より現職。休日はいつも家でゲームをして過ごす。 

ＰＲＯＦＩＬＥ 

裁判官とは異なる官職である裁判所

書記官は、裁判手続のプロフェッシ

ョナルとして、裁判に携わっていま

す。官職は異なりますが、裁判官と裁

判所書記官は、『適正迅速な裁判』を

実現するという同じ目標を共有し、

日々の裁判事務に、二人三脚のよう

な気持ちで取り組んでいます。 

裁判所書記官の仕事は、法律の

改正や裁判手続のデジタル化

に伴って変わっていきます。 

新たな制度の運用を担う者と

して、スムーズに手続を進める

べく、日々やりがいを感じなが

ら仕事をしています。 


